KUGAPエントリーシート様式案

申請日　　　　年　　　月　　　日
	【提出にあたっての注意】
・本様式は、KUGAPへのエントリー時点における研究成果、事業化仮説及びKUGAP期間中に取り組みたい内容の概要を確認するためのものです。
・本様式の記載内容は、最終的な実施計画、予算計画又は審査会用プレゼンテーション資料を確定するものではありません。
・エントリー後は、セミナー及び個別相談等を通じて内容をブラッシュアップし、審査会において、より具体化した内容を説明いただきます。
・本様式は、図表等を含めて全体で4ページ以内で作成してください。
・提出時には青字のコメント・例示・ガイドラインは削除してください。



1．基本情報
	（1）申請コース
	□ 教員コース　　□ 大学院生コース

	（2）実施代表者
	氏名：
所属学部／研究科：
学科／専攻・研究室：
職名／学年：

	（3）実施テーマ
	テーマ名：


	（4）共同実施者等
	共同実施者の有無：　□ 有　□ 無
事業化プロデューサー候補の有無：　□ 有　□ 無
※有の場合は、氏名・所属・役割を簡潔に記載してください。

	（5）大学院生コースのみ
	指導教員氏名：
指導教員所属・職名：
※大学院生が実施代表者となる場合は、別紙「確認書」を提出してください。

	連絡先
	電話：
E-mail：



【青字コメント】 共同実施者等が未定の場合は「検討中」と記載してください。

２．申請動機
今回KUGAPを申請する想いをお聞かせください。

３．現時点で想定している事業化の方向性
現時点で考えている事業化の進め方やビジネスモデルを記載してください。必要に応じて、共同研究、ライセンス等の活用の考え方も含めて記載してください。
例：現時点でどのような事業化の進め方やビジネスモデルを想定しているか／KUGAPで取り組むことにより何を前進させたいか
[bookmark: _Hlk226105876]



４．研究成果・技術シーズの概要
本学の研究成果との関係が分かるよう、研究成果・技術シーズの内容、その特徴や強み、現状が分かるように記載してください。図表・写真等は、説明に必要な範囲で適宜掲載してください。
 例：研究成果・技術シーズの概要／何が新しいのか、どこに強みがあるのか／これまでの検討状況や現在の状況



５.解決したい課題
想定している顧客・利用者、その課題、社会的背景や市場ニーズ等について記載してください。
例：誰のどのような課題を解決したいのか／その課題はなぜ重要か／どのような社会的背景や市場ニーズがあるか



６．解決策の仮説
研究成果・技術シーズがどのように課題解決につながるか、現時点で想定している商品・サービスのイメージ、既存手段との違い等について記載してください。
例：研究成果がどのように課題解決につながるか／商品・サービスのイメージ／既存手段との違い、差別化の方向性



7．KUGAP期間中に取り組みたいこと
研究面・事業面のそれぞれについて、現時点での主要な論点、KUGAP期間中に明らかにしたいこと、想定している主な活動、主なマイルストン等を含めて記載してください。
 例：いま何が不確かで、何を検証する必要があるか／期間中に何を明らかにしたいか／主な活動・マイルストン／終了時にどのような状態になっていれば前進といえるか



8．KUGAPで取り組む必要性および想定する使途の大枠
（１）想定する使途の大枠と必要な理由
例：試作・試験、委託、調査、旅費など。詳細な積算ではなく、大枠が分かるように記載してください。どのような仮説検証・事業化準備に必要かが分かるように記載してください。



9．権利・体制に関する確認
関連する知的財産の状況、共願・共同研究・ライセンス等の有無、事業化にあたり留意すべき点、実施体制上の懸念等があれば記載してください。
例：出願済、出願準備中、未整理、なし など。事業化にあたり留意すべき権利関係や連携関係があれば記載してください。現時点で懸念している点や、体制面で補強したい点があれば記載してください。
大学院生コースの場合は、修了予定時期および修了後の継続見込みがあれば記載してください。


